
平成14年麿「砂防ソイルセメント活用技術講習会」の
開催について

（財）砂防 ・地すべり技術センター企画部

近年、棗境への負荷の軽減やコスト縮減、あるいは工事の安全施工等の観点から、

砂防工事の現場におきまして、現地で発生する掘削土砂を有効活用し、砂防堰堤や護

岸などの構造物を構築するINSEM工法（砂防CSG工法、 CSG工法）や ISM工法等

を総称した「砂防ソイル七メントエ法」が用いられるようになってきております。

INSEM工法は掘削残土処理が困難な都市砂防の六甲砂防工事事務所で平成 3年

度から検討され始めました。実施工では平成 7年 9月に雲仙の火山砂防事業として水

無川 1号砂防えん堤の着工が初で、その後、六甲の住吉川で平成10年に西滝ヶ谷5号

床固工の施工が行われるなど、全国各地でその活用が盛んになってきています。

ISM工法については、北陸地方建設局 （当時）、財団法人先端建設技術センタ ー並

ぴに民間会社が平成4年度から共同開発し、その後、試験フィ ールド制度及び技術活

用パイロット制度に基づく試験施工を経て、一般工事としては平成11年度に神通／1|水

系砂防工事事務所管内の左俣谷第一号下流砂防えん堤での実施が初めてのものとなり

ます。現在まで、大隅工事事務所、松本砂防工事事務所、立山砂防工事事務所などに

おいて、砂防えん堤や床固エ、祁流堤の建設に用いられています。

当センターにおいては、事務所からの委託を受けて、現地発生土砂

を利用した INSEM工法についての施工の効率化や現場における課題

等の技術的検討を実施してきております。現地発生土砂を活用したエ

法は時代の要請から、全国各地の砂防の現場で、今後ますます増えて

いくと考えられます。このような背景から、砂防に携わる技術者が計

画 ・設計 ・施工の全般にわたり一附このエ法についての理解を深めて

いただけるよう、近畿地区を皮切りに全国 3箇所で講習会を開催しま

した。これ以外に九州地区においては国土交通省九州地方整備局が主

催され、当センターは協賛しました。その概要は以下のとおりです。

■近畿地区
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開催日時：平成14年11月18日 （月） 13:30-16:35

会場場所：メルパルク大阪 参加者数 ：約130名

特別講演 ：「砂防ソイルセメントを活用した技術の展望」

水山高久 （京都大学大学院農学研究科教授）

「砂防‘ノイルセメン ト現地施工の現状と今後の取り組み」

桜井 亘（独立行政法人土木研究所土砂管理研究グループ主任研究員）

「砂防‘ノイルセメント活用ガイドライン」の留意事項と解説について

松井宗広 （（財）砂防 ・地すべり技術センター 総合防災部長）

「INSEM施工事例紹介」

萩原 節 （国土交通省関東地方整備局 宜士川砂防事務所建設監督官）

「ISM施工事例紹介」

末吉正志 （国土交通省九州地方整備局 大隅河川国道事務所 工務第二課長）
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■中部地区

開催日時：平成14年11月26日 （火）13:30-16:35

会場場所 ：愛知厚生年金会館 参加者数 ：約llO名

特別講演 ：「砂防ソイルセメン トのなりたち」

■北陸地区

大手桂二 （京都府立大学名誉教授）

「砂防‘ノイルセメント現地施工の現状と今後の取り組み」

桜井 亘（独立行政法人土木研究所土砂管理研究グループ主任研究員）

「砂防ソイルセメント活用ガイドライン」の留意事項と解説について

松井宗広 （（財）砂防 ・地すべり技術センター 総合防災部長）

「INSEM施工事例紹介」

萩原 節 （国土交通省関東地方整備局 宜士川砂防事務所建設監抒官）

「ISM施工事例紹介」

上原信司（国土交通省北陸地方整備局 立山砂防事務所水谷出張所長）

開催日時：平成14年12月4日 （水）13:30-16:35

会場場所 ：新潟グランドホテル 参加者数 ：約160名

特別講演 ：「砂防ソイルセメントと砂防」

田畑茂消（日本大学理工学部講師、（社）砂防学会理事）

「砂防ソイルセメン ト現地施工の現状と今後の取り組み」

渡 正昭 （独立行政法人土木研究所 土砂管理研究グループ上席研究貝）

「砂防ソイルセメント活用ガイドライン」の留意事項と解説について

松井宗広 （（財）砂防 ・地すべり技術センター総合防災部長）

「INSEM施工事例紹介」

池田 弘 （国土交通省北陸地方整備局 湯沢砂防事務所建設監督官）

「ISM施工事例紹介」

上原信司 （国土交通省北陸地方整備局 立山砂防事務所水谷出張所長）

■九州地区 （国土交通省九州地方整備局主催）

開催日時：平成14年12月10日（火） ・11日（水）

会場場所 ：勤労者総合福祉センター（通称：サプアリーナ）

特別講演 ：「砂防が求める技術開発」

田畑茂泊 （日本大学理工学部講師、（社）砂防学会理事）

参加者数 ：約420名

現地見学 ：水無川 背割堤 (CSG無人）、水無川 3号鋼製スリッ ト砂防えん堤 （RCC無人）、

大野木場砂防未来館

中尾川 千本木背割堤 (CSG有人）など

講 演 ： 「無人化施工技術の概論」

藤野健一（（財）先端建設技術センター碧及振興部長）

正林啓志 （（社）建設電気技術協会専務理事）

「雲仙 ・普賢岳の現状」

古賀省三（九州地方整備局雲仙復興事務所長）

「砂防ソイルセメント現地施工の現状について」

桜井 亘（独立行政法人土木研究所主任研究員） 他

「砂防ソイルセメン トエ法の概論」

松井宗広 （（財）砂防 ・地すべり技術センター総合防災部長）
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■大川床固工群工事におけるインセム工法について

本提天端 ・巨石貼
水通断而図 ．．． 

側而 .flt)伐材型枠

完成イメージ

e直壁天端 ・インセム余盛 t=300mm

側面 • Ilil伐材型枠

■鍋山谷谷止工におけるISM工法について

当センターとしては、砂防に携わる技術者が 「砂

防ソイルセメントエ法」への一陪の理解を深めると

ともに、同工法が普及していくよう、今年度も講習会

の実施を含めた検討を進めていくこととしています。
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水叩側壁天端 ・インセム余盛

（概要）

〇施工位置、諸元等

施工位置： 新為県南魚沼郡

湯沢町大字三国地先 信浪

／1|水系栢津川右支二居川

工事概要 ：床固工 ＿ •長さ

31.0m、高さ＿5.8m、輻一

11.2m、インセム施工祉ー

l,07lm3 

工期： 平成11年 8月21日～

平成12年3月25日

〇施工位置、諸元等

施工位置 ：鹿児島県鹿児島

市黒神町黒神地先桜島水

系黒神川右支）II鏑I」l谷

工事概要： 谷止エー長さ

56.5m, 高さー 14.5m,

幅 ー17.3m,ISM施工泣一

9.15lm3 

工期： 平成13年 3月24日～

平成14年12月20Fl 


